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沖縄総合事務局での農林水産大臣賞
伝達式と天皇杯授与報告

果
、
公
共
事
業
に
よ
り
豊
富
な
農
業

用
水
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
「
水

あ
り
農
業
」への
展
開
が
可
能
に
な
り
、

現
在
で
は
、
さ
と
う
き
び
、
花
き
、

葉
た
ば
こ
、
野
菜
の
生
産
や
畜
産
が

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

④
伝
統
文
化
継
承
の
取
組

　
伊
江
村
で
は
、
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る
「
伊
江
島
の
村
踊
」

を
は
じ
め
、
島
独
特
の
民
俗
芸
能
が
数

多
く
保
存
さ
れ
て
い
て
、
芸
能
文
化
の

島
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で

も
、
村
内
各
地
区
が
輪
番
制
で
、
8

年
に一度
、
村
踊
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
西
江
上
区
で
は
、
区
内

の
若
手
で
構
成
さ
れ
る
青
年
会
が
、
村

踊
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
2
年
に一度
開
催
さ
れ
る
敬
老
会

に
お
い
て
村
踊
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
祭
の
表
彰
行
事
の一部
門

（
む
ら
づ
く
り
部
門
）
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国

表
彰
事
業
」
に
お
い
て
、「
伊
江
村
字

西
江
上
区
（
に
し
え
う
え
く
）」
が
、

農
林
水
産
大
臣
賞
、
さ
ら
に
は
全
国

で
最
上
位
の
天
皇
杯
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
11
月
14
日
に
明

治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
た
農
林
水

産
祭
式
典
に
お
い
て
、
江
藤
農
林
水

産
大
臣
か
ら
、「
伊
江
村
字
西
江
上

区
」
を
代
表
し
て
知
念
区
長
に
表
彰

状
と
天
皇
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
25
日
に
は
、
沖
縄
総
合

事
務
局
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞

伝
達
式
と
天
皇
杯
授
与
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
農
林
水
産
祭
」
は
、
国
民
の
農
林

水
産
業
と
食
に
対
す
る
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
者
の
技

術
改
善
と
経
営
発
展
の
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
37
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。「
む
ら
づ
く
り

令
和
元
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
に
お
い
て

「
伊
江
村
字
西
江
上
区
」
が
天
皇
杯
を
受
賞
し
ま
し
た

部
門
」
は
、
農
林
水
産
祭
の
表
彰
行

事
7
部
門
の一つ
と
し
て
昭
和
54
年
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
農
林
水
産
業

の
振
興
を
中
心
に
、
生
活
、
文
化
な

ど
を
含
む
幅
広
い
地
域
活
動
を
展
開

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
地

域
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　「
伊
江
村
字
西
江
上
区
」
は
、
営

農
や
生
活
面
で
様
々
な
条
件
不
利
を

抱
え
た
離
島
に
お
け
る
農
業
用
水
確

保
へ
の
努
力
や
、
地
域
行
事
に
よ
る
伝

統
文
化
の
継
承
な
ど
、
地
域
の
発
展

に
向
け
た
様
々
な
努
力
や
成
果
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
天
皇
杯
受
賞
に

至
り
ま
し
た
。
今
号
の
特
集
で
は
、
こ

の
「
伊
江
村
字
西
江
上
区
」
の
取
組

を
詳
し
く
御
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

受
賞
に
当
た
っ
て
の
知
念
区
長
の
喜
び

の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
西
江
上
区
の
概
要

　
西
江
上
区
の
あ
る
伊
江
村
は
、
沖

縄
本
島
の
本
部
半
島
か
ら
北
西

9
k
m
の
洋
上
に
位
置
す
る
周
囲

2
2
・
4
k
m
の
島
で
、
人
口

4,
5
6
7
人
（
令
和
元
年
5
月
31

日
現
在
）
の
1
島
1
村
で
す
。
西
江

上
区
は
、
伊
江
島
の
中
央
や
や
北
側

に
位
置
し
、
人
口
約
6
7
0
人
、
農

家
戸
数
約
1
4
0
戸
で
、
島
の
中
で

も
農
業
が
盛
ん
な
地
区
で
す
。

1
．西
江
上
区
の
取
組
に
つ
い
て

②
村
づ
く
り
の
特
色

　
伊
江
村
に
は
、
離
島
苦
、
水
不
足

問
題
、
戦
災
、
基
地
問
題
な
ど
の
苦

境
を
耐
え
忍
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
、

根
性
と
忍
耐
強
い
島
民
気
性
は
、

「
イ
ー
ハ
ッ
チ
ャ
ー
」（
負
け
ん
気
性
、

進
取
の
気
性
）
と
い
う
言
葉
で
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
西
江
上
区
で
は
、
先

人
た
ち
の
「
イ
ー
ハ
ッ
チ
ャ
ー
」
気
質

を
継
承
し
つ
つ
、
区
民
が一体
と
な
っ
て

創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
農
業
の

振
興
や
伝
統
芸
能
の
継
承
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

③
農
業
用
水
確
保
の
取
組

　
伊
江
村
で
は
、
保
水
力
の
非
常
に

乏
し
い
珊
瑚
石
灰
岩
土
壌
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
や
、
6
〜
10
月
に
か
け
て
台

風
襲
来
の
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
干

ば
つ
や
台
風
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
る

不
安
定
な
農
業
を
強
い
ら
れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
が
主
産
業
の
島
で
、
農
業
に

よ
る
生
活
が
成
り
立
た
ず
、
人
口
流

出
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
西
江
上
区
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
域
・
区
・
村
が一
体
と
な
っ
て

立
ち
上
が
り
、「
天
候
に
左
右
さ
れ
る

農
業
か
ら
の
脱
却
」
を
目
指
し
た
取

組
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

2
．知
念
区
長
の
コ
メ
ン
ト

共
同
で
海
岸
の
清
掃
活
動
に
取
り
組

む
な
ど
、
都
市
と
村
の
交
流
を
通
じ

て
農
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
お
け
る〝
イ
ー
ハッ

チ
ャ
ー
精
神
（
負
け
ん
気
性
、
進
取
の

気
性
）〞が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
今
回
の

受
賞
の
理
由
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
賞
を

契
機
に
、
地
域
住
民
の
農
業
所
得
の

向
上
と
、
西
江
上
区
の
更
な
る
発
展

を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

伊江村の位置

（正面は伊江島のシンボルである
城山（ぐすくやま））

葉たばこの栽培風景

（平張施設における栽培）

輪ぎくの栽培風景

（区民による村踊の披露）

伊江村の伝統芸能

区民の喜びの集合写真

　
昭
和
54
年
以
前
は
、
農
業
用
水
を

満
足
に
確
保
で
き
ず
、
農
業
生
産
額

は
1
戸
当
た
り
1
6
0
万
円
程
度
と

将
来
は
過
疎
化
す
る
こ
と
が
簡
単
に
予

想
で
き
る
地
域
で
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
儲
か

る
農
業
、
魅
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
、

区
民
が一丸
と
な
っ
て
水
確
保
事
業
な

ど
の
推
進
に
取
り
組
み
、
昭
和
55
年
に

西
部
か
ん
水
組
合
を
発
足
さ
せ
る
な

ど
、
伊
江
村
で
か
ん
が
い
農
業
を
先

駆
け
て
行
い
ま
し
た
。
西
江
上
区
の
農

家
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か

ん
が
い
農
業
の
重
要
性
を
島
全
体
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
担
い
手
も
増
え
、
地
域

の
牽
引
役
と
な
り
、
新
技
術
導
入
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
振
興
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
牛
肉
や
黒
糖
、
小
麦
、

紅
イ
モ
、
ピ
ー
ナ
ツ
な
ど
の
特
産
物
が

作
ら
れ
、
6
次
産
業
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
か
ら
始
め
た
修
学
旅
行

を
主
と
し
た
民
泊
は
、
現
在
で
は
村

全
体
に
広
が
り
、
年
間
3
0
0
校
、

4
万
人
を
受
入
れ
る
ま
で
に
拡
大
し
、

ま
た
、
修
学
旅
行
生
が
地
域
住
民
と

　農
林
水
産
部
農
村
振
興
課

農
村
活
性
化
推
進
室
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質

を
継
承
し
つ
つ
、
区
民
が一体
と
な
っ
て

創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
農
業
の

振
興
や
伝
統
芸
能
の
継
承
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

③
農
業
用
水
確
保
の
取
組

　
伊
江
村
で
は
、
保
水
力
の
非
常
に

乏
し
い
珊
瑚
石
灰
岩
土
壌
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
や
、
6
〜
10
月
に
か
け
て
台

風
襲
来
の
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
干

ば
つ
や
台
風
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
る

不
安
定
な
農
業
を
強
い
ら
れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
が
主
産
業
の
島
で
、
農
業
に

よ
る
生
活
が
成
り
立
た
ず
、
人
口
流

出
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
西
江
上
区
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
域
・
区
・
村
が一
体
と
な
っ
て

立
ち
上
が
り
、「
天
候
に
左
右
さ
れ
る

農
業
か
ら
の
脱
却
」
を
目
指
し
た
取

組
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

2
．知
念
区
長
の
コ
メ
ン
ト

共
同
で
海
岸
の
清
掃
活
動
に
取
り
組

む
な
ど
、
都
市
と
村
の
交
流
を
通
じ

て
農
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
お
け
る〝
イ
ー
ハッ

チ
ャ
ー
精
神
（
負
け
ん
気
性
、
進
取
の

気
性
）〞が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
今
回
の

受
賞
の
理
由
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
賞
を

契
機
に
、
地
域
住
民
の
農
業
所
得
の

向
上
と
、
西
江
上
区
の
更
な
る
発
展

を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

伊江村の位置

（正面は伊江島のシンボルである
城山（ぐすくやま））

葉たばこの栽培風景

（平張施設における栽培）

輪ぎくの栽培風景

（区民による村踊の披露）

伊江村の伝統芸能

区民の喜びの集合写真

　
昭
和
54
年
以
前
は
、
農
業
用
水
を

満
足
に
確
保
で
き
ず
、
農
業
生
産
額

は
1
戸
当
た
り
1
6
0
万
円
程
度
と

将
来
は
過
疎
化
す
る
こ
と
が
簡
単
に
予

想
で
き
る
地
域
で
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
儲
か

る
農
業
、
魅
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
、

区
民
が一丸
と
な
っ
て
水
確
保
事
業
な

ど
の
推
進
に
取
り
組
み
、
昭
和
55
年
に

西
部
か
ん
水
組
合
を
発
足
さ
せ
る
な

ど
、
伊
江
村
で
か
ん
が
い
農
業
を
先

駆
け
て
行
い
ま
し
た
。
西
江
上
区
の
農

家
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か

ん
が
い
農
業
の
重
要
性
を
島
全
体
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
担
い
手
も
増
え
、
地
域

の
牽
引
役
と
な
り
、
新
技
術
導
入
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
振
興
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
牛
肉
や
黒
糖
、
小
麦
、

紅
イ
モ
、
ピ
ー
ナ
ツ
な
ど
の
特
産
物
が

作
ら
れ
、
6
次
産
業
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
か
ら
始
め
た
修
学
旅
行

を
主
と
し
た
民
泊
は
、
現
在
で
は
村

全
体
に
広
が
り
、
年
間
3
0
0
校
、

4
万
人
を
受
入
れ
る
ま
で
に
拡
大
し
、

ま
た
、
修
学
旅
行
生
が
地
域
住
民
と

　農
林
水
産
部
農
村
振
興
課

農
村
活
性
化
推
進
室
　

☎
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